
グラフの見方

平成29年度第3四半期（平成29年10月～平成29年12月）の調査結果

環 境 試料中の放射能

コラム

※1.検出限界:大気浮遊じん中の全アルファ及び全ベータ放射能については、測定条件(採取空気量等)が変動するため、計数誤差の3倍を検出限界として設定しています。
※2.平成23年3月に発生した東京電力ホールディングス㈱福島第一原子力発電所の事故の影響と考えられる測定値は、過去の測定値の範囲には含まれていません。
※3.定量下限値:測定条件や精度を一定の水準に保つため、試料・測定項目ごとに定めているものです。

平成28年度までの測定値の範囲

平成28年度までの測定値の範囲

【再処理工場から放出される放射性物質の影響について】　
　再処理工場では、運転や点検などに伴い、放射性廃

棄物が発生します。この放射性廃棄物に含まれる放射

性物質は、国内外の最良の技術を使って可能な限り取

り除きますが、なかにはどうしても取り除くことが難

しいものもあるため、安全を確認しながら大気と海洋

へ放出しています。

　当社では、放出による周辺環境への影響を、年間

約0.022ミリシーベルトと評価しています。この数値
は、自然界に存在する自然放射線によって私たちが受

ける影響の100分の1程度となっています。
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